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はしがき

　会社の法務部は、普段どのような仕事をしているのでしょうか。
　本書では、事業年度を 4月 1日から翌年 3月31日までとする会社を
例に、四半期ごとに、当該四半期において法務部が取り扱う仕事を取
り上げ、実務の流れやポイントを解説しています。
　それぞれの仕事の解説に当たっては、まず冒頭に「ストーリー」を
設けています。登場人物は、 4月から新たに法務部に配属された西
君、法務部における西君の先輩である荒木君、 2人の上司である長谷
川課長の 3名です。新人法務部員である西君がさまざまな課題に直面
し、その解決に向けて日々取り組む様子を通じて、具体的な事案に即
した形で法務部の仕事の内容をイメージできるよう心掛けました。
　なお、法務部の仕事には、 1年のうち決まった時期に発生する定期
的な業務（定時株主総会など）のほか、時期を問わず日常的に発生す
る業務（契約審査など）や臨時的ないし偶発的に発生する業務（裁判
対応など）もあるため、本書での四半期ごとの割振りは便宜的なもの
です。
　本書が想定する主な読者は、会社の法務を担当する全ての方々で
す。会社によっては、法務部という独立したセクションがなかった
り、本書で取り上げる業務につき、法務部とそれ以外の部署（総務部
やコンプライアンス部など）との間で業務の分担がなされていたりし
ますが、本書は、部署の名称等を問わず、広く「法務部門」の仕事を
担当する方に向けて書かれています。
　本書の執筆に当たっては、学陽書房の大上真佑氏、小原加誉氏に大
変お世話になりました。ここに深く感謝する次第です。
2021年12月
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（ 2）構造的役割―会社の防衛体制を整える
　法務部の組織的な構造的役割としては、次のようなものが想定され
ます。
①　債権債務を明確にし、権利行使及び義務の履行を支援する
　商取引は、債権と債務で成り立ちます。債権と債務は表裏の関係に
あり、会社が債権を有すれば相手方にその履行を求めなければなら
ず、債務を負担すれば債務の本旨に従ってこれを履行しなければなり
ません。法務部がこのような債権債務を認識する場面としては契約審
査が典型ですが、債権回収、他部署からの法律相談、紛争対応等につ
いても債権債務の確定がコアを成します。また、債権の行使、債務の
履行に関しては、法務部に持ち込まれる案件は納品物に契約内容の不
適合があったり相手方に信用リスクが生じたりするなど、特殊な場合
なので、高度な法的対応能力（事実確定、法的分析、法的解決策の提
供）が求められます。
②　内部統制システムの構築及び適正な運用を支援する
　内部統制システムの構築・運用は、経営陣が主体となって実行すべ
きものですが、これに関して法務部による法的支援が求められます。
内部統制システムという場合、通常、会社法348条 3 項 4 号の定める
「取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制」及び「株式会社の業務並びに当該株式会社及びその子会社か
ら成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして法務
省令で定める体制」をいいます。
　内部統制システムの内容は、直接法務にかかわらない事項もありま
すが（取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する体制
等）、その多くは程度の差こそあれ、いずれも法務にかかわる事項で
あり、法務部の支援がなければ、その構築ないし適正な運用の実効性
が伴わない結果となりかねません。
　有価証券報告書の提出会社は、「財務計算に関する書類その他の情
報の適正性を確保するために必要なものとして内閣府令で定める体
制」について、これを評価した内部統制報告書を提出しなければなり
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ません（金商法24条の 4の 4。いわゆる「Ｊ－ SOX」）。この金商法
による内部統制の構築・整備は、内部監査部門及び経理財務部門が主
に担当しますが、財務諸表が適正であることも法の要請であり、重要
な不備や違反が生じた場合には、法務部としても支援に回らざるを得
ません。例えば、循環取引が発生すると、財務諸表の重要な虚偽表示
となり、会社の社会的、経済的信用は大きく損なわれかねません。こ
の場合、法務部が調査・対応のため駆け回ることになります。
　内部統制システムの取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款
に適合することを確保するための体制として、公益通報制度（ホット
ライン）を設置する会社が多くありますが、この制度を効果的に運用
するためにもやはり法務部の支援が欠かせません（法務部が窓口の 1
つとなる例も多くあります）。
③　会社の製品・サービスの知的財産権の保護を図る
　「知的財産」とは、発明・考案・植物の新品種・意匠・著作物その
他の人間の創造的活動により生み出されるもの（発見又は解明がされ
た自然の法則又は現象であって、産業上の利用可能性があるものを含
む）、商標・商号その他事業活動に用いられる商品又は役務を表示す
るもの及び営業秘密その他の事業活動に有用な技術上又は営業上の情
報をいいます（ただし、知的財産基本法 2条 1項の定義）。
　知的財産の保護は、（ⅰ）自社の製品、サービスに関する発明（特
許）や名称（商標、商品等表示）を権利によって独占し他社に使用さ
せないこと、及び（ⅱ）他社の知的財産権を侵害しないようにするこ
との 2つの側面があり、いずれも法務部としての重要な業務です（た
だし、特許部ないし知的財産部がある会社は、そこが主に担当するこ
とになります）。
　例として、次に不競法に基づくブランド保護をめぐる裁判例を挙げ
ます。

【マリカー事件】
　ある企業が、公道を走行できるカートのレンタル事業に、任天堂の
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省、金融庁、国土交通省等が本感染症に関連してその管轄する法令の
解釈等を公表しています。
　特殊な環境下において、法令の解釈や運用により、どこまで例外を
認めることができるのかという限界が試されています。法務部として
は、大きな自然災害が予測されているこの時代において、今般の本感
染症の影響下での実務に当てはめた法令適用の考え方を理解しておく
ことは大変有意義なリスクマネジメントとなります。

□　法務部の「ミッション」「ビジョン」「行動規準」を策定
し、部内で共有されているか。

□　法務機能を「クリエーション」「ナビゲーション」「ガー
ディアン」とする意識は、部内で共有されているか。

□　会社を法務の面からどのように支援するかを構造的に検討
しているか。

□　新規事業の法的な支援ができる体制となっているか。
□　リスクに目を光らせ、従業員に注意喚起をしているか。
□　リスク認識時の情報共有及び報告の仕組みはできているか。

法務部の仕事の理念▶チェックリスト
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法務部員が持つべき力
法務部員は常識人であれ！

3

　長谷川課長と荒木君は、ディスカッションの中で法務部のミッ
ションと役割を再認識した。
「ほかに西君に最初に伝えるべきことは、何があるでしょうか」
「次は“法務部員個人にはどのようなスキルが必要か”を教えて
あげることだね。西君は法学部を出ていないようだから、法律の
勉強が必要なのか、六法全書を暗記しないといけないのか、と不
安に思っているはずだよ」
「確かにそうですね。私も配属当初は同じ心配をしていました」
「それでは早速だけど、荒木君は私たち法務部員個人に必要な力
は何だと思う？」
「法律の知識より大事なのは、『これは違法かもしれない。調べ
ないと！』と“引っかかり”を感じられる感覚ですよね。それか
ら社会常識も必要です」
「それは重要だね。ルールを知らないで審判はできないから、会
社の事業に関する法律の最低限の知識は必要だけど、『本当にそ
うか？』というプロとしての健全な懐疑心は欠かせないね」
「それと忘れてはいけないのはコミュニケーション能力です。法務
部は相談者に頼られる存在を目指すべきです。また、コミュニケー
ションは違法行為の芽を早期に摘み取ることにもつながります」
「私もその通りだと思う。西君もこれらのスキルを身につけられ
るように、オンザジョブトレーニングでサポートしてあげよう」

ストーリー 常識力×コミュニケーション力×違和感察知力


